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(57)【要約】

　センサセルは、基板（１００）上に形成されたセンサ電極（１０１）と、センサ電極と

指（３）の表面との間に形成される容量（Ｃｆ）に応じた信号を出力する信号出力部（１

６）と、センサ電極と絶縁分離されて基板上に形成された高感度化電極（１０３）と、高

感度化電極の電位を制御することにより高感度化電極と指の表面との間に形成される容量

（Ｃｃ）を介して指表面の電位を制御する電位制御部（１４）とを備える。これにより、

指の抵抗が大きい場合に、指表面の電位がセンサ電極の電位変化につられて変動しないよ

うに制御することができる。したがって、センサ電極と指表面との間に形成される容量の

検出感度を向上させることができる。その結果、複数のセンサセルの出力から指表面の凹

凸を明確に識別することが可能となる。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ２ 次 元 状 に 配 置 さ れ か つ 認 識 対 象 の 表 面 の 凹 凸 に 応 じ た 容 量 を 検 出 し こ の 容 量 に 応 じ た

信 号 を 出 力 す る 複 数 の セ ン サ セ ル と 、

　 前 記 セ ン サ セ ル か ら 入 力 さ れ た 信 号 に 基 づ き 認 識 対 象 の 表 面 形 状 を 算 出 す る 信 号 処 理 部

と を 備 え 、

　 前 記 セ ン サ セ ル は 、

　 基 板 と 、

　 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、

　 前 記 第 １ の 電 極 と 認 識 対 象 の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 信 号

出 力 部 と 、

　 前 記 第 １ の 電 極 と 絶 縁 分 離 さ れ て 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の 電 極 と 認 識 対 象 の 表 面 と の 間

に 形 成 さ れ る 容 量 を 介 し て 前 記 認 識 対 象 の 表 面 の 電 位 を 制 御 す る 電 位 制 御 部 と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 信 号 出 力 部 は 、

　 前 記 第 １ の 電 極 と 認 識 対 象 の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 に 応 じ た 電 圧 信 号 を 発 生 す る

信 号 発 生 回 路 と 、

　 前 記 信 号 発 生 回 路 に よ る 信 号 発 生 以 前 に 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 信 号 発 生 回 路 の 出 力 と の

接 続 点 で あ る 節 点 に 電 荷 の 充 電 お よ び 放 電 の い ず れ か を 行 な う 充 放 電 回 路 と 、

　 電 荷 の 充 電 お よ び 放 電 の い ず れ か を 行 な っ た 後 に 前 記 信 号 発 生 回 路 か ら 節 点 に 出 力 さ れ

る 電 圧 信 号 を 検 出 し て 前 記 信 号 出 力 部 の 出 力 と す る 検 出 回 路 と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 電 位 制 御 部 は 、 前 記 信 号 発 生 回 路 か ら 出 力 さ れ る 電 圧 信 号 の 変 化 に 対 し て 前 記 第 ２

の 電 極 の 電 位 を 逆 方 向 に 変 化 さ せ る 電 位 制 御 回 路 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識

セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 信 号 出 力 部 は 、

　 前 記 第 １ の 電 極 と 認 識 対 象 の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 に 応 じ た 電 圧 信 号 を 発 生 す る

信 号 発 生 回 路 と 、

　 前 記 信 号 発 生 回 路 に よ る 信 号 発 生 以 前 に 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 信 号 発 生 回 路 の 出 力 と の

接 続 点 で あ る 節 点 に 電 荷 を 充 電 す る 充 電 回 路 と 、

　 電 荷 の 充 電 後 に 前 記 信 号 発 生 回 路 か ら 節 点 に 出 力 さ れ る 電 圧 信 号 を 検 出 し て 前 記 信 号 出

力 部 の 出 力 と す る 検 出 回 路 と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 信 号 発 生 回 路 は 、

　 節 点 の 電 荷 を 放 電 さ せ る 第 １ の 電 流 源 と 、

　 節 点 と 前 記 第 １ の 電 流 源 と の 間 に 配 置 さ れ か つ 節 点 に 電 荷 が 充 電 さ れ た 後 に 所 定 期 間 だ

け 節 点 と 前 記 第 １ の 電 流 源 と を 接 続 す る こ と に よ り 電 圧 信 号 を 発 生 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ

素 子 と を 備 え 、

　 前 記 電 位 制 御 部 は 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 を 充 電 す る 第 ２ の 電 流 源 と 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 流 源 と の 間 に 配 置 さ れ か つ 前 記 第 ２ の 電 極 と 前 記 第 ２ の
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電 流 源 と を 接 続 す る こ と に よ り 前 記 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す る 第 ２ の ス イ ッ チ 素 子 と を

備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 １ の ス イ ッ チ 素 子 お よ び 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ 素 子 を 共 通 に 制 御 す る 制 御 信 号 を 出

力 す る 制 御 信 号 出 力 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 信 号 発 生 回 路 は 、

　 第 １ お よ び 第 ２ の 端 子 を 備 え か つ 第 １ の 端 子 が 節 点 に 接 続 さ れ た 容 量 素 子 と 、

　 節 点 へ の 充 電 が 完 了 す る 迄 は 前 記 容 量 素 子 の 第 ２ の 端 子 を 第 １ の 電 位 に 設 定 す る と 共 に

、 充 電 が 完 了 し た 後 は 第 ２ の 端 子 を 第 １ の 電 位 よ り 低 い 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る こ と に よ り

、 前 記 容 量 素 子 か ら 電 圧 信 号 を 発 生 さ せ る 第 ３ の ス イ ッ チ 素 子 と を 備 え 、

　 前 記 電 位 制 御 部 は 、

　 節 点 へ の 充 電 が 完 了 す る 迄 は 前 記 第 ２ の 電 極 を 第 ３ の 電 位 に 設 定 す る と 共 に 、 充 電 が 完

了 し た 後 は 前 記 第 ２ の 電 極 を 第 ３ の 電 位 よ り 高 い 第 ４ の 電 位 に 設 定 す る こ と に よ り 前 記 第

２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す る 設 定 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 ３ の ス イ ッ チ 素 子 お よ び 前 記 設 定 部 を 共 通 に 制 御 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 制 御 信

号 出 力 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 電 位 制 御 部 は 、 節 点 の 充 電 お よ び 放 電 の い ず れ か を 行 っ て い る 時 の 電 位 変 化 お よ び

前 記 信 号 発 生 回 路 か ら 出 力 さ れ る 電 圧 信 号 の 変 化 に 対 し て 前 記 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 逆 方 向

に 変 化 さ せ る 電 位 制 御 回 路 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 信 号 発 生 回 路 は 、

　 節 点 の 電 荷 を 放 電 さ せ る 第 １ の 電 流 源 と 、

　 節 点 と 前 記 第 １ の 電 流 源 と の 間 に 配 置 さ れ か つ 節 点 に 電 荷 が 充 電 さ れ た 後 に 所 定 期 間 だ

け 節 点 と 前 記 第 １ の 電 流 源 と を 接 続 す る こ と に よ り 電 圧 信 号 を 発 生 さ せ る 第 １ の ス イ ッ チ

素 子 と を 備 え 、

　 前 記 電 位 制 御 回 路 は 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 を 充 電 す る 第 ２ の 電 流 源 と 、

　 節 点 へ の 充 電 が 始 ま る 迄 は 前 記 第 ２ の 電 極 を 第 ５ の 電 位 に 設 定 し 、 充 電 開 始 時 か ら 前 記

第 ２ の 電 極 を 第 ５ の 電 位 よ り 低 い 第 ６ の 電 位 に 設 定 し た 後 、 前 記 第 ２ の 電 極 と 前 記 第 ２ の

電 流 源 と を 接 続 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す る 第 ２ の ス イ ッ チ 素 子 と

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 信 号 発 生 回 路 は 、

　 第 １ お よ び 第 ２ の 端 子 を 備 え か つ 第 １ の 端 子 が 節 点 に 接 続 さ れ た 容 量 素 子 と 、

　 節 点 へ の 充 電 が 完 了 す る 迄 は 前 記 容 量 素 子 の 第 ２ の 端 子 を 第 １ の 電 位 に 設 定 す る と 共 に

、 充 電 が 完 了 し た 後 は 第 ２ の 端 子 を 第 １ の 電 位 よ り 低 い 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る こ と に よ り

、 前 記 容 量 素 子 か ら 電 圧 信 号 を 発 生 さ せ る 第 ３ の ス イ ッ チ 素 子 と を 備 え 、

　 前 記 電 位 制 御 回 路 は 、

　 節 点 へ の 充 電 が 始 ま る 迄 は 前 記 第 ２ の 電 極 を 第 ７ の 電 位 に 設 定 し 、 充 電 開 始 時 か ら 前 記

第 ２ の 電 極 を 前 記 第 ７ の 電 位 よ り 低 い 第 ８ の 電 位 に 設 定 し 、 充 電 が 完 了 し た 後 は 前 記 第 ２

の 電 極 を 前 記 第 ８ の 電 位 よ り 高 い 第 ９ の 電 位 に 設 定 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 電
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位 を 制 御 す る 設 定 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 請 求 項 １ １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 充 電 回 路 お よ び 前 記 設 定 部 を 共 通 に 制 御 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 制 御 信 号 出 力 部 を

さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状

認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 第 ２ の 電 極 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状

認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 の 面 積 は 、 前 記 第 １ の 電 極 の 面 積 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状

認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 の 面 積 は 、 前 記 第 １ の 電 極 の 面 積 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 表 面 形

状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、

　 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 基 板 の 表 面 を 基 準 に し て 前 記 第 １ の 電 極 と は 異 な る 高 さ に 形 成

さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に 関 し 、 特 に 人 間 の 指 紋 や 動 物 の 鼻 紋 な ど の 微 細 な

凹 凸 を 感 知 す る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 微 細 な 凹 凸 を 有 す る 表 面 形 状 を 認 識 す る セ ン サ と し て 、 特 に 指 紋 検 出 を タ ー ゲ ッ ト と し

た も の が 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 指 紋 の パ タ ー ン を 検 出 す る 技 術 と し て 、 Ｌ Ｓ Ｉ 製 造 技 術

を 用 い た 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ が 提 案 さ れ て い る 。 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ に は 、 例 え ば 文

献 １ （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ４ ６ ６ ０ ８ ） 、 文 献 ２ （ 「 A Robust， 1.8V 250μ W Direct-Conta

ct 500dpi Fingerprint Sensor 」 ,ISSCC DIGEST OF TECH NICAL PAPERS， １ ９ ９ ８ 年 ２ 月

， ｐ ． ２ ８ ４ － ２ ８ ５ ） に 記 載 さ れ た も の が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ れ ら の 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 セ ン サ セ ル １ が Ｌ Ｓ Ｉ チ ッ プ

上 に ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た セ ン サ セ ル ア レ イ ２ と し て 構 成 さ れ て お り 、 各 セ ン サ セ ル １ の

セ ン サ 電 極 と 絶 縁 性 の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 を 介 し て 触 れ た 指 ３ の 皮 膚 と の 間 に 形 成 さ れ る

静 電 容 量 を 検 出 し て 、 指 紋 の 凹 凸 パ タ ー ン を 感 知 す る も の で あ る 。 指 紋 の 凹 凸 に よ り 静 電

容 量 の 値 が 異 な る た め 、 こ の 微 少 な 容 量 差 を 検 出 す る こ と で 指 紋 の 凹 凸 を 感 知 す る こ と が

で き る 。

　 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 セ ン サ セ ル ア レ イ ２ の 各 セ ン サ セ ル １ 毎 に セ ン サ 電 極 １ ０ １ が 内

蔵 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 図 ２ ０ を 参 照 し 、 図 １ ８ の 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ の 原 理 を 用 い た 第 １ の 従 来 例 で あ る 表

面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 、 各
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セ ン サ セ ル １ は 、 検 出 素 子 １ ０ と 、 信 号 発 生 回 路 １ １ と 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ と 、 検 出 回 路 １

２ と を 有 す る 。

　 検 出 素 子 １ ０ は 、 基 板 上 の 絶 縁 層 １ ０ ０ と 、 絶 縁 層 １ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ た セ ン サ 電 極 １

０ １ と 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ と か ら 構 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 信 号 発 生 回 路 １ １ は 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ に 触 れ た 指 ３ の 皮 膚 と セ ン サ 電 極 １ ０

１ と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 Ｃ ｆ に 応 じ た 電 圧 信 号 を 発 生 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ と 、 電 流

源 １ １ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 検 出 回 路 １ ２ は 、 信 号 発 生 回 路 １ １ に よ る 電 圧 信 号 を 検 出 す

る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ は 、 電 位 Ｖ ｐ を 検 出 素 子 １ ０ の セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 信 号 発 生 回 路 １ １

の 出 力 端 子 と の 接 続 点 で あ る 節 点 Ｎ １ に 供 給 す る 。 な お 、 図 ２ ０ 中 の Ｃ ｐ は 寄 生 容 量 を 示

す 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ こ で 、 静 電 容 量 Ｃ ｆ は セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 指 ３ の 皮 膚 と の 距 離 に よ っ て 決 ま る た め 、

指 紋 の 凹 凸 に よ っ て Ｃ ｆ の 値 は 異 な る 。 し た が っ て 、 指 ３ の 凹 凸 に 応 じ た 電 圧 信 号 が 信 号

発 生 回 路 １ １ か ら 節 点 Ｎ １ 側 に 出 力 さ れ る 。 こ の 電 圧 信 号 は 検 出 回 路 １ ２ に よ り 指 紋 の 凹

凸 を 反 映 し た 信 号 と し て 検 出 さ れ 、 そ の 結 果 、 指 紋 パ タ ー ン が 検 出 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 図 ２ １ Ａ ～ 図 ２ １ Ｄ を 参 照 し 、 図 ２ ０ に 示 し た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 に つ

い て 説 明 す る 。 指 ３ の 表 面 は 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ を 介 し て グ ラ ン ド 電 位 （ Ｇ Ｎ Ｄ ） に 接 地 さ

れ て い る 。 こ こ で は Ｒ ｆ ＝ ０ Ω と す る 。 し た が っ て 、 指 表 面 の 電 位 、 す な わ ち 節 点 Ｎ ２ の

電 位 は グ ラ ン ド 電 位 に 保 た れ る （ 図 ２ １ Ｄ ） 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 は じ め に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ の 開 閉 を 制 御 す る 制 御 信 号 Ｐ は 、 ロ ウ （ Ｌ ｏ ｗ ） レ ベ ル と な

っ て い る （ 図 ２ １ Ａ ） 。 ま た 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ の 開 閉 を 制 御 す る 制 御 信 号 Ｓ １ も ロ ウ レ ベ

ル と な っ て い る （ 図 ２ １ Ｂ ） 。 し た が っ て 、 各 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ， Ｓ Ｗ ２ は 共 に 開 状 態 に な

っ て い る 。 こ の と き 、 節 点 Ｎ １ は 電 位 Ｖ ｐ 以 下 の 電 位 と な っ て い る （ 図 ２ １ Ｃ ） 。

　 こ の よ う な 状 態 に お い て 、 図 ２ １ Ａ の 時 点 ｔ １ で 制 御 信 号 Ｐ が ロ ウ レ ベ ル か ら ハ イ （ Ｈ

ｉ ｇ ｈ ） レ ベ ル に 変 化 す る と 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 閉 じ て 導 通 状 態 と な り 、 そ の 結 果 、 節 点

Ｎ １ の 電 位 は 電 位 Ｖ ｐ に プ リ チ ャ ー ジ さ れ る （ 図 ２ １ Ｃ ） 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 プ リ チ ャ ー ジ が 終 了 し た 後 、 制 御 信 号 Ｐ が 図 ２ １ Ａ の 時 点 ｔ ２ で ロ ウ レ ベ ル に 変 化 す る

と 同 時 に 、 制 御 信 号 Ｓ １ が 図 ２ １ Ｂ に 示 す よ う に ハ イ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、 ス

イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 非 導 通 状 態 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 導 通 状 態 に な り 、 節 点 Ｎ １ に 充 電 さ れ た 電

荷 が 電 流 源 １ １ ０ に よ り 引 き 抜 か れ る 。 こ の 結 果 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 （ 電 圧 信 号 ） が 低 下 す

る （ 図 ２ １ Ｃ ） 。 制 御 信 号 Ｓ １ の ハ イ レ ベ ル 期 間 を Δ ｔ と す る と 、 電 位 Ｖ ｐ に 対 し て Δ ｔ

経 過 後 の 節 点 Ｎ １ の 電 位 低 下 分 Δ Ｖ は 次 式 の よ う に な る 。

　 Δ Ｖ ＝ Ｉ Δ ｔ ／ （ Ｃ ｆ ＋ Ｃ ｐ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）

た だ し 、 Ｉ は 電 流 源 １ １ ０ の 電 流 値 、 Ｃ ｐ は 寄 生 容 量 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ こ で 、 電 流 Ｉ 、 期 間 Δ ｔ お よ び 寄 生 容 量 Ｃ ｐ は そ れ ぞ れ 一 定 で あ る か ら 、 電 位 低 下 分

Δ Ｖ は 容 量 Ｃ ｆ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 容 量 Ｃ ｆ は 検 出 素 子 １ ０ の セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 指 ３

の 皮 膚 と の 距 離 に よ っ て 決 ま る の で 、 指 紋 の 凹 凸 に よ っ て 容 量 Ｃ ｆ の 値 は 異 な る 。 こ の こ

と か ら 、 指 紋 の 凹 凸 を 反 映 し て 電 位 低 下 分 Δ Ｖ の 大 き さ が 変 化 す る 。 す な わ ち 、 指 紋 の 凹

部 と セ ン サ 電 極 １ ０ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 を Ｃ ｆ ｖ 、 指 紋 の 凸 部 と セ ン サ 電 極 １

０ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 を Ｃ ｆ ｒ と す る と 、 指 紋 の 凹 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と 指

紋 の 凸 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と の 差 Δ Ｖ ｉ は 、 次 式 の よ う に な る 。

　 Δ Ｖ ｉ ＝ Ｉ Δ ｔ ／ （ Ｃ ｆ ｖ ＋ Ｃ ｐ ） － Ｉ Δ ｔ ／ （ Ｃ ｆ ｒ ＋ Ｃ ｐ ） 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）

し た が っ て 、 各 セ ン サ セ ル の 検 出 回 路 １ ２ で 検 出 さ れ る 電 圧 信 号 は 、 指 紋 の 凹 部 ま た は 凸

部 を 反 映 し た 信 号 と な る た め 、 複 数 の セ ン サ セ ル の 出 力 に よ り 指 紋 の 凹 凸 を 識 別 す る こ と
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が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 し か し な が ら 、 指 ３ の 表 面 は 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ を 介 し て グ ラ ン ド 電 位 に 接 地 さ れ て い る

た め 、 指 ３ が 乾 燥 す る な ど し て 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 に は 、 十 分 に 大 き な 電 圧 差 Δ Ｖ ｉ が

得 ら れ な い こ と が あ る 。 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 動 作 に つ い て

、 図 ２ ２ Ａ ～ 図 ２ ２ Ｄ を 参 照 し て 説 明 す る 。

　 図 ２ ２ Ａ ～ 図 ２ ２ Ｄ の 基 本 的 な 動 作 タ イ ミ ン グ は 、 図 ２ １ Ａ ～ 図 ２ １ Ｄ と 同 じ で あ る 。

し か し な が ら 、 指 紋 の 凸 部 で は 抵 抗 Ｒ ｆ の 影 響 に よ り 、 指 表 面 の 電 位 、 す な わ ち 節 点 Ｎ ２

の 電 位 が グ ラ ン ド 電 位 を 保 つ こ と が で き ず 、 図 ２ ２ Ｃ に 示 す 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 に つ ら れ

て 図 ２ ２ Ｄ の よ う に 変 動 す る 。 そ の 結 果 、 指 紋 の 凸 部 と セ ン サ 電 極 １ ０ １ と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｆ の 値 が 実 効 的 に 小 さ く な り （ Ｃ ｆ ＝ α Ｃ ｆ ｒ 、 α ＜ １ ） 、 結 果 と し て 図 ２ ２

Ｃ に 示 す よ う に 電 圧 差 Δ Ｖ ｉ （ ＝ Ｉ Δ ｔ ／ （ Ｃ ｆ ｖ ＋ Ｃ ｐ ） － Ｉ Δ ｔ ／ （ α ・ Ｃ ｆ ｒ ＋ Ｃ

ｐ ） ） が 小 さ く な っ て し ま う 。 こ の こ と に よ り 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 で は 、

指 紋 画 像 の 凹 凸 パ タ ー ン の 区 別 が 難 し く な り 、 結 果 と し て 鮮 明 な 指 紋 画 像 パ タ ー ン を 得 る

こ と が で き な く な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 次 に 、 図 ２ ３ を 参 照 し 、 図 １ ８ の 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ の 原 理 を 用 い た 第 ２ の 従 来 例 で

あ る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に つ い て 説 明 す る 。

　 こ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 図 ２ ０ の 例 と は 信 号 発 生 回 路 １ ３ の 構 成 が 異 な る 。 信

号 発 生 回 路 １ ３ は 、 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ ま た は グ ラ ン ド 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ の い ず れ か を 選 択 し て 出 力

す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ の 出 力 端 子 と 節 点 Ｎ １ と の 間 に 設 け ら れ た 容 量 素

子 Ｃ ｓ と か ら 構 成 さ れ る 。 信 号 発 生 回 路 １ ３ は 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 の 引 き 抜 き を 容 量 素 子 Ｃ

ｓ の 充 放 電 を 用 い て 行 う よ う に し た も の で あ り 、 引 き 抜 く 電 荷 量 は Ｃ ｓ の 容 量 値 と そ の 駆

動 電 圧 Ｖ ｓ に よ り 制 御 さ れ る 。 こ こ で は 、 図 ２ ３ に 示 す 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ を 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３

を 介 し て 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ （ Ｖ Ｄ Ｄ ＞ ０ ） ま た は グ ラ ン ド 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ に 設 定 す る こ と に よ り

、 節 点 Ｎ １ か ら 引 き 抜 く 電 荷 量 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ ４ Ａ ～ 図 ２ ４ Ｄ を 参 照 し 、 図 ２ ３ に 示 し た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 に つ

い て 説 明 す る 。 指 ３ の 表 面 は 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ を 介 し て グ ラ ン ド 電 位 に 接 地 さ れ て い る 。

こ こ で は 、 Ｒ ｆ ＝ ０ Ω と す る 。 し た が っ て 、 指 表 面 の 電 位 、 す な わ ち 節 点 Ｎ ２ の 電 位 は グ

ラ ン ド 電 位 に 保 た れ る （ 図 ２ ４ Ｄ ） 。

　 図 ２ ４ Ａ の 時 点 ｔ １ で 制 御 信 号 Ｐ の 電 位 を ハ イ レ ベ ル に し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 閉 じ 、 電

位 Ｖ ｐ を 節 点 Ｎ １ に プ リ チ ャ ー ジ す る 。 こ の と き 、 信 号 発 生 回 路 １ ３ 内 の 容 量 素 子 Ｃ ｓ の

駆 動 電 圧 Ｖ ｓ を Ｖ Ｄ Ｄ に 設 定 し て お く 。 こ の 後 、 図 ２ ４ Ａ の 時 点 ｔ ２ で 制 御 信 号 Ｐ の 電 位

を ロ ウ レ ベ ル に し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 開 放 す る 。 同 時 に 、 図 ２ ４ Ｂ に 示 す よ う に 、 容 量 素

子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ を Ｖ Ｄ Ｄ か ら Δ Ｖ ｓ だ け 低 下 さ せ て Ｇ Ｎ Ｄ に 設 定 し 、 節 点 Ｎ １ の 電

荷 を 引 き 抜 き 、 検 出 回 路 １ ２ へ の 電 圧 信 号 を 生 じ さ せ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の と き 、 検 出 回 路 １ ２ へ 与 え ら れ る 電 圧 信 号 の 変 化 量 Δ Ｖ は 以 下 の よ う に な る 。

　 Δ Ｖ ＝ Δ Ｖ ｓ ／ ｛ １ ＋ （ Ｃ ｆ ＋ Ｃ ｐ ） ／ Ｃ ｓ ｝ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ３ ）

指 紋 の 凹 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と 指 紋 の 凸 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と の 差 Δ Ｖ ｉ は 、 下 記 の

よ う に な る 。

　 Δ Ｖ ｉ ＝ Δ Ｖ ｓ ／ ｛ １ ＋ （ Ｃ ｆ ｖ ＋ Ｃ ｐ ） ／ Ｃ ｓ ｝

　 　 　 　 － Δ Ｖ ｓ ／ ｛ １ ＋ （ Ｃ ｆ ｒ ＋ Ｃ ｐ ） ／ Ｃ ｓ ｝ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）

し た が っ て 、 各 セ ン サ セ ル の 検 出 回 路 １ ２ で 検 出 さ れ る 電 圧 信 号 は 、 指 紋 の 凹 部 ま た は 凸

部 を 反 映 し た 信 号 と な る た め 、 複 数 の セ ン サ セ ル の 出 力 に よ り 指 紋 の 凹 凸 を 識 別 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 し か し な が ら 、 指 ３ の 表 面 は 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ を 介 し て グ ラ ン ド 電 位 に 接 地 さ れ て い る

た め 、 指 ３ が 乾 燥 す る な ど し て 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 に は 、 十 分 に 大 き な 電 圧 差 Δ Ｖ ｉ が
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得 ら れ な い こ と が あ る 。 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 動 作 に つ い て

、 図 ２ ５ Ａ ～ 図 ２ ５ Ｄ を 参 照 し て 説 明 す る 。

　 図 ２ ５ Ａ ～ 図 ２ ５ Ｄ の 基 本 的 な 動 作 タ イ ミ ン グ は 、 図 ２ ４ Ａ ～ 図 ２ ４ Ｄ と 同 じ で あ る 。

し か し な が ら 、 指 紋 の 凸 部 で は 抵 抗 Ｒ ｆ の 影 響 に よ り 、 指 表 面 の 電 位 、 す な わ ち 節 点 Ｎ ２

の 電 位 が グ ラ ン ド 電 位 を 保 つ こ と が で き ず 、 図 ２ ５ Ｃ に 示 す 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 に つ ら れ

て 図 ２ ５ Ｄ の よ う に 変 動 す る 。 そ の 結 果 、 指 紋 の 凸 部 と セ ン サ 電 極 １ ０ １ と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｆ の 値 が 実 効 的 に 小 さ く な り （ Ｃ ｆ ＝ α Ｃ ｆ ｒ 、 α ＜ １ ） 、 結 果 と し て 図 ２ ５

Ｃ に 示 す よ う に 電 圧 差 Δ Ｖ ｉ （ ＝ Δ Ｖ ｓ ／ ｛ １ ＋ （ Ｃ ｆ ｖ ＋ Ｃ ｐ ） ／ Ｃ ｓ ｝ － Δ Ｖ ｓ ／ ｛

１ ＋ （ α ・ Ｃ ｆ ｒ ＋ Ｃ ｐ ） ／ Ｃ ｓ ｝ ） が 小 さ く な っ て し ま う 。 こ の こ と に よ り 、 図 ２ ３ の

表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 で は 、 指 紋 画 像 の 凹 凸 パ タ ー ン の 区 別 が 難 し く な り 、 結 果 と し て

鮮 明 な 指 紋 画 像 パ タ ー ン を 得 る こ と が で き な く な る 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 上 の よ う に 、 従 来 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 を 指 紋 認 証 用 の 指 紋 セ ン サ と し て 用 い る

と 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 、 指 紋 画 像 の 凹 凸 パ タ ー ン の 区 別 が 難 し く な り 、 鮮 明 な

指 紋 画 像 パ タ ー ン を 得 る こ と が で き な く な る 。 そ の 結 果 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ に よ り 指 紋 画 像

が 劣 化 し た 場 合 に 、 認 証 率 の 低 下 を 招 い て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 指 紋 等

の 認 識 対 象 の 表 面 の 凹 凸 に 対 応 し た 容 量 の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 表 面 形 状 認

識 セ ン サ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ２ 次 元 状 に 配 置 さ れ か つ 認 識 対 象 の 表 面

の 凹 凸 に 応 じ た 容 量 を 検 出 し こ の 容 量 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 複 数 の セ ン サ セ ル と 、 セ ン

サ セ ル か ら 入 力 さ れ た 信 号 に 基 づ き 認 識 対 象 の 表 面 形 状 を 算 出 す る 信 号 処 理 部 と を 備 え 、

セ ン サ セ ル は 、 基 板 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、 第 １ の 電 極 と 認 識 対 象 の 表 面

と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 信 号 出 力 部 と 、 第 １ の 電 極 と 絶 縁 分 離 さ

れ て 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 、 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す る こ と に よ り 、 第 ２ の

電 極 と 認 識 対 象 の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 を 介 し て 認 識 対 象 の 表 面 の 電 位 を 制 御 す る

電 位 制 御 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 は 、 電 位 制 御 部 を 用 い て 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 電 極 と

認 識 対 象 の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 を 介 し て 認 識 対 象 の 表 面 の 電 位 を 制 御 す る 。 こ れ

に よ り 、 認 識 対 象 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 に 、 認 識 対 象 の 表 面 電 位 が 第 １ の 電 極 の 電 位 変 化 に

つ ら れ て 変 動 し な い よ う に 制 御 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 １ の 電 極 と 認 識 対 象 の

表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 複 数 の セ

ン サ セ ル の 出 力 に よ り 認 識 対 象 の 表 面 の 凹 凸 を 明 確 に 識 別 す る こ と が 可 能 と な る 。 特 に 、

本 発 明 を 指 紋 認 証 用 の 指 紋 セ ン サ と し て 用 い れ ば 、 指 の 表 面 抵 抗 に よ る 指 紋 画 像 の 劣 化 を

防 ぐ こ と が で き 、 認 証 率 の 低 下 を 防 ぐ 効 果 が 得 ら れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す

ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お け る セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ

電 極 と 高 感 度 化 電 極 の レ イ ア ウ ト パ タ ー ン の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お け る セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ

電 極 と 高 感 度 化 電 極 の レ イ ア ウ ト パ タ ー ン の 他 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｓ １ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ４ Ｃ 】 図 ４ Ｃ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｄ 】 図 ４ Ｄ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｅ 】 図 ４ Ｅ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 電 位 制 御 回 路 の 実 現 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る

。

【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｓ １ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ６ Ｃ 】 図 ６ Ｃ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｄ 】 図 ６ Ｄ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｅ 】 図 ６ Ｅ は 、 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ

ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ８ Ａ 】 図 ８ Ａ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ｂ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ の 時 間 変 化

を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｃ 】 図 ８ Ｃ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｄ 】 図 ８ Ｄ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｅ 】 図 ８ Ｅ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動

作 の 一 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ Ａ 】 図 ９ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 電 位 制 御 回 路 の 一 実 現 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図

で あ る 。

【 図 ９ Ｂ 】 図 ９ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 電 位 制 御 回 路 の 他 の 実 現 例 を 示 す ブ ロ ッ ク

図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ａ 】 図 １ ０ Ａ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合

の 動 作 の 他 の 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で

あ る 。

【 図 １ ０ Ｂ 】 図 １ ０ Ｂ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合

の 動 作 の 他 の 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ の 時

間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｃ 】 図 １ ０ Ｃ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合
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の 動 作 の 他 の 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ

る 。

【 図 １ ０ Ｄ 】 図 １ ０ Ｄ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合

の 動 作 の 他 の 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ

る 。

【 図 １ ０ Ｅ 】 図 １ ０ Ｅ は 、 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合

の 動 作 の 他 の 例 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ

る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 電 位 制 御 回

路 の 実 現 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ２ Ａ 】 図 １ ２ Ａ は 、 図 １ １ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間

変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ Ｂ 】 図 １ ２ Ｂ は 、 図 １ １ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｓ １ の 時

間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ Ｃ 】 図 １ ２ Ｃ は 、 図 １ １ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変

化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ Ｄ 】 図 １ ２ Ｄ は 、 図 １ １ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変

化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ Ｅ 】 図 １ ２ Ｅ は 、 図 １ １ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変

化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ３ Ａ 】 図 １ ３ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 電 位 制

御 回 路 の 一 実 現 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ３ Ｂ 】 図 １ ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 電 位 制

御 回 路 の 他 の 実 現 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ４ Ａ 】 図 １ ４ Ａ は 、 図 １ ３ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間

変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ Ｂ 】 図 １ ４ Ｂ は 、 図 １ ３ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆

動 電 圧 Ｖ ｓ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ Ｃ 】 図 １ ４ Ｃ は 、 図 １ ３ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変

化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ Ｄ 】 図 １ ４ Ｄ は 、 図 １ ３ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変

化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ Ｅ 】 図 １ ４ Ｅ は 、 図 １ ３ の 電 位 制 御 回 路 を 用 い た 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い

て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場 合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変

化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ 電 極 と 高 感

度 化 電 極 の レ イ ア ウ ト パ タ ー ン を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ 電 極 と 高 感

度 化 電 極 の レ イ ア ウ ト パ タ ー ン を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ７ Ａ 】 図 １ ７ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ 電 極 と

高 感 度 化 電 極 の 形 成 位 置 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ７ Ｂ 】 図 １ ７ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ 電 極 と

高 感 度 化 電 極 の 形 成 位 置 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 セ ン サ セ ル が 格 子 状 に 形 成 さ れ た 従 来 の 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ の 斜

視 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 図 １ ８ の セ ン サ セ ル ア レ イ の セ ン サ 電 極 の レ イ ア ウ ト パ タ ー ン を 示

す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 第 １ の 従 来 例 で あ る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク

図 で あ る 。

【 図 ２ １ Ａ 】 図 ２ １ Ａ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ １ Ｂ 】 図 ２ １ Ｂ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｓ １ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ １ Ｃ 】 図 ２ １ Ｃ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ １ Ｄ 】 図 ２ １ Ｄ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ Ａ 】 図 ２ ２ Ａ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ Ｂ 】 図 ２ ２ Ｂ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｓ １ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ２ ２ Ｃ 】 図 ２ ２ Ｃ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ Ｄ 】 図 ２ ２ Ｄ は 、 図 ２ ０ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 第 ２ の 従 来 例 で あ る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク

図 で あ る 。

【 図 ２ ４ Ａ 】 図 ２ ４ Ａ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ Ｂ 】 図 ２ ４ Ｂ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ Ｃ 】 図 ２ ４ Ｃ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ Ｄ 】 図 ２ ４ Ｄ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 通 常 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ

ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ Ａ 】 図 ２ ５ Ａ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 制 御 信 号 Ｐ の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ Ｂ 】 図 ２ ５ Ｂ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ の 時 間 変 化

を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ Ｃ 】 図 ２ ５ Ｃ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ Ｄ 】 図 ２ ５ Ｄ は 、 図 ２ ３ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に お い て 指 の 抵 抗 が 大 き い 場

合 の 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト の う ち 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 表 面 形 状 の 凹 凸 に 対 応 し た 信 号 （ 容 量 ） の 検 出 感

度 を 向 上 さ せ る 手 段 を 有 す る こ と を 主 な 特 徴 と す る 。 従 来 技 術 と は 、 表 面 形 状 認 識 セ ン サ

装 置 の セ ン サ セ ル 毎 に 、 セ ン サ 電 極 以 外 の 第 ２ の 電 極 を 有 し 、 第 ２ の 電 極 の 電 位 を 制 御 す

る こ と に よ り 表 面 形 状 の 表 面 電 位 を 制 御 す る と こ ろ が 異 な る 。
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

［ 第 １ の 実 施 例 ］

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 複 数 の セ

ン サ セ ル １ ａ が ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た セ ン サ セ ル ア レ イ ２ ａ と 、 信 号 処 理 部 ４ と 、 制 御 信

号 出 力 部 ５ と を 有 す る 。 各 セ ン サ セ ル １ ａ は 、 認 識 対 象 で あ る 指 の 表 面 の 凹 凸 に 応 じ た 容

量 を 検 出 し 、 こ の 容 量 に 応 じ た 信 号 を 信 号 処 理 部 ４ に 出 力 す る 。 信 号 処 理 部 ４ は 、 各 セ ン

サ セ ル １ ａ か ら 入 力 さ れ た 信 号 を 総 合 し て 、 指 の 表 面 形 状 を 算 出 す る 。 制 御 信 号 出 力 部 ５

は 、 各 セ ン サ セ ル １ ａ に 制 御 信 号 Ｓ １ を 出 力 し 、 セ ン サ セ ル １ ａ の 動 作 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 セ ン サ セ ル １ ａ は 、 検 出 素 子 １ ０ ａ と 、 信 号 出 力 部 １ ６ と 、 指 表 面

電 位 制 御 部 １ ４ と を 有 す る 。

　 検 出 素 子 １ ０ ａ は 、 基 板 上 の 絶 縁 層 １ ０ ０ と 、 絶 縁 層 １ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ た セ ン サ 電 極

１ ０ １ （ 第 １ の 電 極 ） と 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 絶 縁 分 離 さ れ て 絶 縁 層 １ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ

た 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ （ 第 ２ の 電 極 、 制 御 電 極 ） と 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ お よ び 高 感 度 化 電

極 １ ０ ３ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。 パ ッ シ ベ

ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ の 表 面 は 平 坦 化 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 信 号 出 力 部 １ ６ は 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ に 触 れ た 指 ３ の 皮 膚 と セ ン サ 電 極 １ ０ １

と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 Ｃ ｆ に 応 じ た 信 号 を セ ン サ セ ル １ ａ の 出 力 と す る も の で あ り

、 具 体 的 に は ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ （ 充 電 回 路 ） と 、 信 号 発 生 回 路 １ １ と 、 検 出 回 路 １ ２ と か ら

構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ は 、 検 出 素 子 １ ０ ａ の セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 信 号 発 生

回 路 １ １ の 出 力 端 子 と の 接 続 点 で あ る 節 点 Ｎ １ に 電 位 Ｖ ｐ を 印 加 し 、 電 荷 を 充 電 す る 。 信

号 発 生 回 路 １ １ は 、 指 ３ の 皮 膚 と セ ン サ 電 極 １ ０ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 Ｃ ｆ に 応

じ た 電 圧 信 号 を 発 生 す る 。 信 号 発 生 回 路 １ １ は さ ら に 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 を 放 電 さ せ る 第 １

の 電 流 源 １ １ ０ と 、 電 流 源 １ １ ０ と 節 点 Ｎ １ と の 間 に 配 置 さ れ か つ 節 点 Ｎ １ に 電 荷 が 充 電

さ れ た 後 に 所 定 時 間 だ け 両 者 間 を 導 通 状 態 に す る こ と に よ り 上 記 電 圧 信 号 を 発 生 さ せ る ス

イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ （ 第 １ の ス イ ッ チ 素 子 ） と か ら 構 成 さ れ る 。 検 出 回 路 １ ２ は 、 節 点 Ｎ １ に 電

荷 が 充 電 さ れ た 後 に 、 信 号 発 生 回 路 １ １ に よ る 電 圧 信 号 を 検 出 し て 、 信 号 出 力 部 １ ６ の 出

力 と す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 指 表 面 電 位 制 御 部 １ ４ は 、 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ を 有 し 、 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ は 、 高 感 度

化 電 極 １ ０ ３ の 電 位 を 制 御 す る 。 信 号 発 生 回 路 １ １ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ お よ び 電 位 制 御 回 路

１ ４ ０ は 、 制 御 信 号 出 力 回 路 ５ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 Ｓ １ に よ り 共 通 に 制 御 さ れ る 。 な

お 、 図 ２ 中 の Ｃ ｐ は 寄 生 容 量 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 図 ２ ０ に 示 し た 従 来 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 課

題 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 従 来 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に 対 し て 高 感 度 化 電 極 １

０ ３ お よ び 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ を 付 加 し た も の で あ る 。 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３

と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 指 ３ の 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） の 電 位 を 電 位 制 御 回 路 １ ４

０ に よ り 制 御 す る こ と で 、 指 ３ が 乾 燥 す る な ど し て 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 に 、 節 点 Ｎ ２ の

電 位 を 制 御 す る こ と が で き 、 容 量 Ｃ ｆ の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 セ ン サ セ ル ア レ イ ２ ａ の 各 セ ン サ セ ル １ ａ 毎 に セ ン

サ 電 極 １ ０ １ と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ が 内 蔵 さ れ て い る 。 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ の 面 積 が 大 き

い ほ ど 、 指 ３ の 電 位 の 制 御 が 容 易 に な る 。 し か し 、 限 ら れ た セ ン サ セ ル １ ａ の 領 域 内 に セ

ン サ 電 極 １ ０ １ お よ び 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ の 両 方 を 配 置 し て 検 出 感 度 向 上 を 図 る に は 、 図

３ Ａ に 示 す よ う に 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ の 面 積 を セ ン サ 電 極 １ ０ １ の 面 積 と 同 じ に す る か 、

図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ の 面 積 を セ ン サ 電 極 １ ０ １ の 面 積 よ り も 小 さ く す

る こ と が 望 ま し い 。

10

20

30

40

50



(12) JP  WO2006/009110  A1  2006.1.26

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｅ を 参 照 し 、 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 動

作 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 は じ め に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ の 開 閉 を 制 御 す る 制 御 信 号 Ｐ は 、 ロ ウ レ ベ ル と な っ て い る （

図 ４ Ａ ） 。 ま た 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ の 開 閉 を 制 御 す る 制 御 信 号 Ｓ １ も ロ ウ レ ベ ル と な っ て い

る （ 図 ４ Ｂ ） 。 し た が っ て 、 各 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ， Ｓ Ｗ ２ は 共 に 開 状 態 に な っ て い る 。 こ の

と き 、 節 点 Ｎ １ は 電 位 Ｖ ｐ 以 下 の 電 位 と な っ て い る （ 図 ４ Ｃ ） 。

　 こ の よ う な 状 態 に お い て 、 図 ４ Ａ の 時 点 ｔ １ で 制 御 信 号 Ｐ が ロ ウ レ ベ ル か ら ハ イ レ ベ ル

に 変 化 す る と 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 閉 じ て 導 通 状 態 と な り 、 そ の 結 果 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 は 電

位 Ｖ ｐ に プ リ チ ャ ー ジ さ れ る （ 図 ４ Ｃ ） 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 プ リ チ ャ ー ジ が 終 了 し た 後 、 制 御 信 号 Ｐ が 図 ４ Ａ の 時 点 ｔ ２ で ロ ウ レ ベ ル に 変 化 す る と

同 時 に 、 制 御 信 号 Ｓ １ が 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に ハ イ レ ベ ル に 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、 ス イ ッ

チ Ｓ Ｗ １ が 非 導 通 状 態 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ が 導 通 状 態 に な り 、 節 点 Ｎ １ に 充 電 さ れ た 電 荷 が

電 流 源 １ １ ０ に よ り 引 き 抜 か れ る 。 こ の 結 果 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 （ 電 圧 信 号 ） が 低 下 す る （

図 ４ Ｃ ） 。 制 御 信 号 Ｓ １ は 、 所 定 期 間 Δ ｔ の 間 、 ハ イ レ ベ ル を 継 続 す る 。 電 位 Ｖ ｐ に 対 し

て Δ ｔ 経 過 後 の 節 点 Ｎ １ の 電 位 低 下 分 Δ Ｖ は 、 上 記 式 （ １ ） の よ う に な る 。 た だ し 、 Ｉ は

電 流 源 １ １ ０ の 電 流 値 、 Ｃ ｐ は 寄 生 容 量 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 で は 、 図 ２ ２ と 異 な り 、 図 ４ Ｅ に 示 す よ う に 時 点 ｔ ２ か

ら ｔ ３ の 期 間 に お い て 、 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ の 出 力 と 高 感 度 化 電 極 ３ と の 接 続 点 で あ る 節

点 Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と 逆 方 向 に 変 化 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位

を 上 昇 さ せ る 。 セ ン サ セ ル １ ａ 上 に 指 紋 の 凸 部 が 対 応 し て い る 場 合 に は 、 高 感 度 化 電 極 １

０ ３ と 指 ３ の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 Ｃ ｃ が 大 き い 。 こ の た め 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 制

御 す る こ と に よ り 、 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を 制 御 す る こ と が で き る 。 し た が っ

て 、 上 述 し た よ う に 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 制 御 す る こ と に よ り 、 図 ４ Ｄ の よ う に 時 点 ｔ ２ か ら

ｔ ３ の 期 間 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 容 量 Ｃ ｆ の 値 が 実

効 的 に 小 さ く な る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 Ｃ ｆ ＝ α ・ Ｃ ｆ ｒ と し た と き α ＝ １ に す る こ と

が で き る 。 な お 、 セ ン サ セ ル １ ａ 上 に 指 紋 の 凹 部 が 対 応 し て い る 場 合 に は 、 高 感 度 化 電 極

１ ０ ３ と 指 ３ の 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 Ｃ ｃ が 小 さ く 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 は 影 響 を 受 け

な い 。 結 果 と し て 、 図 ４ Ｃ に 示 す よ う に 、 指 紋 の 凹 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と 指 紋 の 凸 部 に

対 応 す る 電 圧 信 号 と の 差 Δ Ｖ ｉ の 大 き さ を 、 図 ２ １ Ｃ の 場 合 、 す な わ ち 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ ＝

０ Ω の 場 合 と 同 じ に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ は 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 節 点 Ｎ ３ に 電 荷 を 充 電 す る 第 ２ の 電

流 源 １ ４ １ と 、 節 点 Ｎ ３ と 電 流 源 １ ４ １ と の 間 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ （ 第 ２ の ス イ

ッ チ 素 子 ） と か ら 構 成 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ が 導 通 状 態 に な る 期 間 、 電 流 源 １ ４ １ に よ

り 節 点 Ｎ ３ に 電 荷 が 充 電 さ れ 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 が 上 昇 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ の 制 御 信 号 と

し て は 、 信 号 発 生 回 路 １ １ で 使 用 さ れ る 制 御 信 号 Ｓ １ を 共 用 し て お り 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ ，

Ｓ Ｗ ４ 共 に 制 御 信 号 Ｓ １ が ハ イ レ ベ ル の と き に 導 通 状 態 と な る 。 制 御 信 号 Ｓ １ を ス イ ッ チ

Ｓ Ｗ ２ と 共 用 す る こ と に よ り 、 制 御 信 号 の 数 の 増 大 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ を 参 照 し 、 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 図 １ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 動

作 の 他 の 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 基 本 的 な 動 作 は 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｅ に 示 し た 動 作 と 同 じ で あ る 。 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｅ と 異 な る 点

は 、 図 ６ Ｅ に 示 す よ う に 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変 化 が 図 ４ Ｅ の 場 合 よ り も 大 き く 、 図 ６ Ｄ の よ う

に 時 点 ｔ ２ か ら ｔ ３ の 期 間 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 が 増 加 方 向 に 変 化 し て い る 点 で あ る 。 こ れ に

よ り 、 容 量 Ｃ ｆ の 値 を 実 効 的 に 大 き く す る こ と が で き 、 Ｃ ｆ ＝ α ・ Ｃ ｆ ｒ と し た と き α ＞

１ に す る こ と が で き る 。 結 果 と し て 、 図 ６ Ｃ に 示 す よ う に 、 指 紋 の 凹 部 に 対 応 す る 電 圧 信

号 と 指 紋 の 凸 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と の 差 Δ Ｖ ｉ の 大 き さ を 、 図 ２ １ Ｃ の 場 合 よ り も 大 き
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く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 各 セ ン サ セ ル の 検 出 回 路 １ ２ で 検 出 さ れ る 電 圧 信 号 が

、 指 紋 の 凹 部 ま た は 凸 部 の ど ち ら に 対 応 し て い る か を 容 易 に 区 別 で き る の で 、 複 数 の セ ン

サ セ ル の 出 力 に よ り 指 紋 の 凹 凸 を 明 確 に 識 別 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 指 ３ の 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） の 電 位 を 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ に よ り 制 御 す

る こ と で 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を 制 御 す る こ と が で き 、 容 量 Ｃ

ｆ の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 制 御 信 号 Ｓ １ に 応 じ て 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 変 化 さ せ て い る が 、 節 点

Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と 逆 方 向 に 変 化 さ せ る こ と が 重 要 で あ り 、 制 御 信 号 Ｓ １

を 用 い る こ と に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 変 化 さ せ る タ イ ミ ン グ も

時 点 ｔ ２ か ら ｔ ３ の 期 間 に 限 定 す る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 節 点 Ｎ １ に 充 電 後 、 充 電 さ れ た 電 荷 を 所 定 時 間 だ け 放 電 さ せ る こ

と に よ っ て 得 ら れ る 信 号 を セ ン サ セ ル １ ａ の 出 力 と す る 例 を 示 し た 。 し か し 、 こ れ と は 逆

に 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 を 放 電 さ せ た 後 、 節 点 Ｎ １ に 電 荷 を 所 定 時 間 だ け 充 電 さ せ る こ と に よ

っ て 得 ら れ る 信 号 を セ ン サ セ ル １ ａ の 出 力 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 例 え ば 、

図 ２ の 電 位 Ｖ ｐ を グ ラ ン ド 電 位 に し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 放 電 回 路 と し て 機 能 さ せ る と 共 に

、 節 点 Ｎ １ に 電 荷 を 充 電 で き る よ う に 電 流 源 １ １ ０ を 図 ２ と は 逆 向 き に 接 続 す れ ば よ い 。

こ の よ う に す る と 、 指 ３ が 乾 燥 す る な ど し て 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 に は 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷

充 電 時 に 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 に つ ら れ て 節 点 Ｎ ２ の 電 位 が 上 昇 す る 。 こ れ を 防 止 す る た

め 、 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ は 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と は 逆 方 向 に 変 化 さ せ

る 。 す な わ ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 低 下 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ が 節 点 Ｎ

３ の 電 荷 を 放 電 で き る よ う に 、 電 流 源 １ ４ １ を 図 ５ と は 逆 向 き に 接 続 し た 構 成 と す れ ば よ

い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

［ 第 ２ の 実 施 例 ］

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 複 数 の セ ン サ セ ル が ２ 次 元 状

に 配 置 さ れ た セ ン サ セ ル ア レ イ を 有 し 、 各 セ ン サ セ ル は 図 ７ に 示 す よ う に 、 検 出 素 子 １ ０

ａ と 、 信 号 出 力 部 １ ７ と 、 指 表 面 電 位 制 御 部 １ ５ と を 有 す る 。 な お 、 図 ７ に お い て 、 図 ２

と 同 一 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。

　 検 出 素 子 １ ０ ａ は 、 図 １ と 同 様 に 、 基 板 上 の 絶 縁 層 １ ０ ０ と 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 、 高

感 度 化 電 極 １ ０ ３ と 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 信 号 出 力 部 １ ７ は 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ に 触 れ た 指 ３ の 皮 膚 と セ ン サ 電 極 １ ０ １

と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 Ｃ ｆ に 応 じ た 信 号 を セ ン サ セ ル １ ａ の 出 力 と す る も の で あ り

、 具 体 的 に は ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ （ 充 電 回 路 ） と 、 信 号 発 生 回 路 １ ３ と 、 検 出 回 路 １ ２ と か ら

構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ は 、 検 出 素 子 １ ０ ａ の セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 信 号 発 生

回 路 １ １ の 出 力 端 子 と の 接 続 点 で あ る 節 点 Ｎ １ に 電 位 Ｖ ｐ を 印 加 し 、 電 荷 を 充 電 す る 。 信

号 発 生 回 路 １ ３ は 、 指 ３ の 皮 膚 と セ ン サ 電 極 １ ０ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 Ｃ ｆ に 応

じ た 電 圧 信 号 を 発 生 す る 。 信 号 発 生 回 路 １ ３ は 、 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ （ 第 １ の 電 位 ） ま た は Ｖ

Ｄ Ｄ よ り 低 い グ ラ ン ド 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ （ 第 ２ の 電 位 ） の い ず れ か を 選 択 し て 出 力 す る ス イ ッ チ

Ｓ Ｗ ３ （ 第 ３ の ス イ ッ チ 素 子 ） と 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ の 出 力 端 子 と 節 点 Ｎ １ と の 間 に 設 け ら

れ た 容 量 素 子 Ｃ ｓ と か ら 構 成 さ れ る 。 検 出 回 路 １ ２ は 、 信 号 発 生 回 路 １ １ に よ る 電 圧 信 号

を 検 出 し て 、 信 号 出 力 部 １ ７ の 出 力 と す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 指 表 面 電 位 制 御 部 １ ５ は 、 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ を 有 し 、 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ は 、 高 感 度

化 電 極 １ ０ ３ の 電 位 を 制 御 す る 。 信 号 発 生 回 路 １ ３ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ お よ び 電 位 制 御 回 路
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１ ５ ０ は 、 制 御 信 号 出 力 回 路 ５ ａ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 Ｓ ２ に よ り 共 通 に 制 御 さ れ る 。

な お 、 図 ７ 中 の Ｃ ｐ は 寄 生 容 量 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 実 施 例 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 図 ２ ３ に 示 し た 従 来 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置

の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 従 来 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 に 対 し て 高 感 度 化

電 極 １ ０ ３ お よ び 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ を 付 加 し た も の で あ る 。 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極

１ ０ ３ と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 指 ３ の 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） の 電 位 を 電 位 制 御 回

路 １ ５ ０ に よ り 制 御 す る こ と で 、 指 ３ が 乾 燥 す る な ど し て 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 に

、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を 制 御 す る こ と が で き 、 容 量 Ｃ ｆ の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ を 参 照 し 、 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 の 動

作 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ８ Ａ の 時 点 ｔ １ で 制 御 信 号 Ｐ の 電 位 を ハ イ レ ベ ル に し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 閉 じ 、 電 位

Ｖ ｐ を 節 点 Ｎ １ に プ リ チ ャ ー ジ す る 。 一 方 、 時 点 ｔ ２ に 達 す る ま で の 間 、 制 御 信 号 Ｓ ２ に

よ り ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ に 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ を 選 択 さ せ て 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ を 電 源

電 位 Ｖ Ｄ Ｄ に 設 定 し て い る （ 図 ８ Ｂ ） 。 こ の 後 、 図 ８ Ａ の 時 点 ｔ ２ で 制 御 信 号 Ｐ の 電 位 を

ロ ウ レ ベ ル に し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 開 放 し 、 同 時 に 制 御 信 号 Ｓ ２ に よ り ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ に

グ ラ ン ド 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ を 選 択 さ せ て 、 容 量 素 子 Ｃ ｓ の 駆 動 電 圧 Ｖ ｓ を Δ Ｖ ｓ だ け 低 下 さ せ 、

検 出 回 路 １ ２ へ の 電 圧 信 号 を 生 じ さ せ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 で は 、 図 ２ ５ と 異 な り 、 図 ８ Ｅ に 示 す よ う に 時 点 ｔ ２ 以

降 の 期 間 に お い て 、 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ の 出 力 で あ る 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変

化 と 逆 方 向 に 変 化 さ せ る こ と で 、 図 ８ Ｄ の よ う に 時 点 ｔ ２ 以 降 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動 を 抑

え る こ と が で き る こ と で あ る 。 こ れ に よ り 、 容 量 Ｃ ｆ の 値 が 実 効 的 に 小 さ く な る こ と を 防

ぐ こ と が で き 、 Ｃ ｆ ＝ α ・ Ｃ ｆ ｒ と し た と き α ＝ １ に す る こ と が で き る 。 結 果 と し て 、 図

８ Ｃ に 示 す よ う に 、 指 紋 の 凹 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と 指 紋 の 凸 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と の

差 Δ Ｖ ｉ の 大 き さ を 、 図 ２ ４ Ｃ の 場 合 、 す な わ ち 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ ＝ ０ Ω の 場 合 と 同 じ に す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ は 、 例 え ば 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 所 定 の 電 位 Ｖ １ （ 第 ３ の 電 位 ） ま

た は Ｖ ２ （ 第 ４ の 電 位 ） を 選 択 し て 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ に 出 力 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ５ （ 設 定

部 ） か ら な る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ５ の 制 御 信 号 と し て は 、 信 号 発 生 回 路 １ ３ で 使 用 さ れ る 制 御

信 号 Ｓ ２ を 共 用 し て お り 、 図 ８ Ｅ の 時 点 ｔ ２ に 達 す る ま で の 間 、 制 御 信 号 Ｓ ２ に よ り ス イ

ッ チ Ｓ Ｗ ５ に 電 位 Ｖ １ を 選 択 さ せ 、 時 点 ｔ ２ で ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ５ に 電 位 Ｖ ２ （ Ｖ １ ＜ Ｖ ２ ）

を 選 択 さ せ る 。 制 御 信 号 Ｓ ２ を ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ と 共 用 す る こ と に よ り 、 制 御 信 号 の 数 の 増

大 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ は ま た 、 例 え ば 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 制 御 信 号 Ｓ ２ を 高 感 度 化 電 極

１ ０ ３ に 供 給 す る 信 号 線 １ ５ １ （ 設 定 部 ） か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 制 御 信 号 Ｓ ２ の 電

位 を そ の ま ま 用 い る こ と に よ り 、 付 加 回 路 を 用 い ず に 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ を 実 現 す る こ と

が で き る 。 こ の 場 合 の 制 御 信 号 Ｓ ２ は 、 図 ８ Ｅ に 示 し た 節 点 Ｎ ３ の 電 位 と 同 じ 波 形 で あ る

。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 １ ０ Ａ ～ 図 １ ０ Ｅ を 参 照 し 、 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 図 ７ の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置

の 動 作 の 他 の 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 基 本 的 な 動 作 は 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ に 示 し た 動 作 と 同 じ で あ る 。 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ と 異 な る 点

は 、 図 １ ０ Ｅ に 示 す よ う に 節 点 Ｎ ３ の 電 位 変 化 が 図 ８ Ｅ の 場 合 よ り も 大 き く 、 図 １ ０ Ｄ の

よ う に 時 点 ｔ ２ の タ イ ミ ン グ で 節 点 Ｎ ２ の 電 位 が 増 加 方 向 に 過 渡 的 に 変 化 し て い る 点 で あ

る 。 こ れ に よ り 、 容 量 Ｃ ｆ の 値 を 実 効 的 に 大 き く す る こ と が で き 、 Ｃ ｆ ＝ α ・ Ｃ ｆ ｒ と し
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た と き α ＞ １ に す る こ と が で き る 。 結 果 と し て 、 図 １ ０ Ｃ に 示 す よ う に 、 指 紋 の 凹 部 に 対

応 す る 電 圧 信 号 と 指 紋 の 凸 部 に 対 応 す る 電 圧 信 号 と の 差 Δ Ｖ ｉ の 大 き さ を 、 図 ２ ４ Ｃ の 場

合 よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 各 セ ン サ セ ル の 検 出 回 路 １ ２ で 検 出 さ れ

る 電 圧 信 号 が 、 指 紋 の 凹 部 ま た は 凸 部 の ど ち ら に 対 応 し て い る か を 容 易 に 区 別 で き る の で

、 複 数 の セ ン サ セ ル の 出 力 に よ り 指 紋 の 凹 凸 を 明 確 に 識 別 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 指 ３ の 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） の 電 位 を 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ に よ り 制 御 す

る こ と で 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を 制 御 す る こ と が で き 、 容 量 Ｃ

ｆ の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 制 御 信 号 Ｓ ２ に 応 じ て 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 変 化 さ せ て い る が 、 節 点

Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と 逆 方 向 に 変 化 さ せ る こ と が 重 要 で あ り 、 制 御 信 号 Ｓ ２

を 用 い る こ と に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 変 化 さ せ る タ イ ミ ン グ も

時 点 ｔ ２ 以 降 の 期 間 に 限 定 す る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 節 点 Ｎ １ に 充 電 後 、 充 電 さ れ た 電 荷 を 放 電 さ せ る こ と に よ っ て 得

ら れ る 信 号 を セ ン サ セ ル の 出 力 と す る 例 を 示 し た 。 し か し 、 こ れ と は 逆 に 、 節 点 Ｎ １ の 電

荷 を 放 電 さ せ た 後 、 節 点 Ｎ １ に 電 荷 を 充 電 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 信 号 を セ ン サ セ ル

の 出 力 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 ま ず 、 図 ７ の 電 位 Ｖ ｐ を グ ラ ン ド 電 位 に し て

、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 放 電 回 路 と し て 機 能 さ せ る 。 さ ら に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 閉 じ て い る と

き ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ に グ ラ ン ド 電 位 Ｇ Ｎ Ｄ を 選 択 さ せ る と 共 に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 開 い て い

る と き ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ に 電 源 電 位 Ｖ Ｄ Ｄ を 選 択 さ せ 、 節 点 Ｎ １ に 電 荷 を 充 電 さ せ る 。 こ の

よ う に す る と 、 指 ３ が 乾 燥 す る な ど し て 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 に は 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 充 電

時 に 、 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 に つ ら れ て 節 点 Ｎ ２ の 電 位 が 上 昇 す る 。 こ れ を 防 止 す る た め 、

電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ は 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と は 逆 方 向 に 変 化 さ せ る 。

す な わ ち 、 節 点 Ｎ ３ の 電 位 を 低 下 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 閉 じ て い る と き

ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ５ に 電 位 Ｖ ２ を 選 択 さ せ る と 共 に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 開 い て い る と き ス イ ッ

チ Ｓ Ｗ ５ に 電 位 Ｖ １ （ Ｖ １ ＜ Ｖ ２ ） を 選 択 さ せ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

［ 第 ３ の 実 施 例 ］

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 係 る 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 図 ２

の 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ の 代 わ り に 、 図 １ １ の 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ ａ を 用 い る も の で あ る 。

電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ ａ は 、 こ の 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ ａ の 出 力 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ と の 接

続 点 で あ る 節 点 Ｎ ３ に 電 荷 を 充 電 す る 電 流 源 １ ４ ２ と 、 所 定 の 電 位 Ｖ ３ （ 第 ６ の 電 位 ） ま

た は Ｖ ４ （ 第 ５ の 電 位 ） を 選 択 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ６ と 、 電 流 源 １ ４ ２ ま た は ス イ ッ チ Ｓ Ｗ

６ の 出 力 を 選 択 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ７ と 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ７ の 出 力 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ と の

導 通 を 制 御 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ８ と か ら 構 成 さ れ る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ６ ～ Ｓ Ｗ ８ は 第 ２ の ス イ

ッ チ 素 子 Ｓ Ｗ ９ を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 １ ２ Ａ ～ 図 １ ２ Ｅ を 参 照 し 、 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 本 実 施 例 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ

装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 基 本 的 な 動 作 は 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｅ に 示 し た 第 １ の 実 施 例 の 動 作 と 同 じ で あ る 。 図 ４ Ａ ～ 図

４ Ｅ と 異 な る 点 は 、 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ ａ の 動 作 で あ る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ６ は 、 制 御 信 号 Ｐ

が ロ ウ レ ベ ル の と き 電 位 Ｖ ４ を 選 択 し 、 制 御 信 号 Ｐ が ハ イ レ ベ ル の と き 電 位 Ｖ ３ （ Ｖ ３ ＜

Ｖ ４ ） を 選 択 す る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ７ は 、 制 御 信 号 Ｓ １ が ロ ウ レ ベ ル の と き ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ６

の 出 力 を 選 択 し 、 制 御 信 号 Ｓ １ が ハ イ レ ベ ル の と き 電 流 源 １ ４ ２ の 出 力 を 選 択 す る 。 図 １

２ Ｂ の 時 点 ｔ ３ に 達 す る ま で の 間 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ８ は 、 制 御 信 号 Ｅ に よ り 導 通 状 態 と な り

、 時 点 ｔ ３ に 達 し た と き に 開 状 態 と な る 。 こ の よ う に ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ６ ～ Ｓ Ｗ ８ が 動 作 す る
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こ と に よ り 、 信 号 発 生 回 路 １ １ の 出 力 と セ ン サ 電 極 １ ０ １ と の 節 点 Ｎ １ へ の 充 電 が 始 ま る

迄 は 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ ４ に 設 定 し 、 充 電 開 始 時 か ら 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位

Ｖ ３ に 設 定 し 、 さ ら に 充 電 完 了 後 に 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 流 源 １ ４ ２ に 接 続 し て 電 荷 を

充 電 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 本 実 施 例 で は 、 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｅ と 同 様 に 時 点 ｔ ２ か ら ｔ ３ の 期 間 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動

を 抑 え る だ け で な く 、 図 １ ２ Ｅ に 示 す よ う に 時 点 ｔ １ の 節 点 Ｎ １ の 充 電 タ イ ミ ン グ で 節 点

Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と 逆 方 向 に 変 化 さ せ る こ と で 、 図 １ ２ Ｄ の よ う に 時 点 ｔ

１ に お け る 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を す べ

て の 期 間 に お い て 制 御 す る こ と が で き 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動 に よ る 容 量 Ｃ ｆ の 実 効 的 な 減

少 を 第 １ の 実 施 例 よ り も 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 指 ３ の 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） の 電 位 を 電 位 制 御 回 路 １ ４ ０ ａ に よ り 制 御

す る こ と で 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を 制 御 す る こ と が で き 、 容 量

Ｃ ｆ の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に 、 本 実 施 例 で も 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 を 放 電 さ せ た 後 、 節 点 Ｎ

１ に 電 荷 を 所 定 時 間 だ け 充 電 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 信 号 を セ ン サ セ ル の 出 力 と す る

こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 電 流 源 １ ４ ２ を 図 １ １ と は 逆 向 き に 接 続 す る 。 そ し て 、 節

点 Ｎ １ の 電 荷 の 放 電 が 始 ま る 迄 は 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ ３ に 設 定 し 、 放 電 開 始 時 か

ら 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ ４ （ Ｖ ３ ＜ Ｖ ４ ） に 設 定 し 、 さ ら に 放 電 完 了 後 に 高 感 度 化

電 極 １ ０ ３ を 電 流 源 １ ４ ２ に 接 続 し て 電 荷 を 放 電 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

［ 第 ４ の 実 施 例 ］

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ 装 置 は 、 第 ２ の 実 施 例 に お い て 、 図 ７ の 電

位 制 御 回 路 １ ５ ０ の 代 わ り に 、 図 １ ３ Ａ の 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ａ を 用 い る も の で あ る 。 電

位 制 御 回 路 １ ５ ０ ａ は 、 所 定 の 電 位 Ｖ １ （ 第 ８ の 電 位 ） ま た は Ｖ ２ （ 第 ７ の 電 位 、 第 ９ の

電 位 ） を 選 択 し て 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ に 出 力 す る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ０ （ 設 定 部 ） か ら な る 。

図 ９ Ａ の 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ で は 制 御 信 号 Ｓ ２ を 用 い て い る の に 対 し 、 本 実 施 例 で は 制 御

信 号 Ｐ を 用 い て い る 点 が 異 な る 。 す な わ ち 、 本 実 施 例 で は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ （ 充 電 回 路 ）

お よ び 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ａ が 、 制 御 信 号 出 力 回 路 ５ ａ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 Ｓ ２ に よ

り 共 通 に 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 １ ４ Ａ ～ 図 １ ４ Ｅ を 参 照 し 、 Ｒ ｆ ＞ ＞ ０ と し た 場 合 の 本 実 施 例 の 表 面 形 状 認 識 セ ン サ

装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

　 基 本 的 な 動 作 は 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ に 示 し た 第 ２ の 実 施 例 の 動 作 と 同 じ で あ る 。 図 ８ Ａ ～ 図

８ Ｅ と 異 な る 点 は 、 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ａ の 動 作 で あ る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ０ は 、 制 御 信 号

Ｐ が ロ ウ レ ベ ル の と き 電 位 Ｖ ２ を 選 択 し 、 制 御 信 号 Ｐ が ハ イ レ ベ ル の と き 電 位 Ｖ １ を 選 択

す る 。 こ の よ う に ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ０ が 動 作 す る こ と に よ り 、 信 号 発 生 回 路 １ ３ の 出 力 と セ

ン サ 電 極 １ ０ １ と の 節 点 Ｎ １ へ の 充 電 が 始 ま る 迄 は 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ ２ に 設 定

し 、 充 電 開 始 時 か ら 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 第 ７ の 電 位 Ｖ １ に 設 定 し 、 充 電 が 完 了 し た 後 は

高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ ２ に 設 定 し て 、 図 １ ４ Ｅ の 波 形 を 発 生 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 実 施 例 で は 、 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ と 同 様 に 時 点 ｔ ２ 以 降 の 期 間 に お い て 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変

動 を 抑 え る だ け で な く 、 図 １ ４ Ｅ に 示 す よ う に 時 点 ｔ １ の 節 点 Ｎ １ の 充 電 タ イ ミ ン グ で 節

点 Ｎ ３ の 電 位 を 節 点 Ｎ １ の 電 位 変 化 と 逆 方 向 に 変 化 さ せ る こ と で 、 図 １ ４ Ｄ の よ う に 時 点

ｔ １ に お け る 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を す

べ て の 期 間 に お い て 制 御 す る こ と が で き 、 節 点 Ｎ ２ の 電 位 変 動 に よ る 容 量 Ｃ ｆ の 実 効 的 な
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減 少 を 第 ２ の 実 施 例 よ り も 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 な お 、 節 点 Ｎ ３ の ｔ １ 以 前 の 電 位 と ｔ ２ 以 降 の 電 位 は 、 Ｖ ２ に 設 定 さ れ て い る が 、 こ れ

に 限 定 す る 必 要 は な く 、 ｔ １ 以 前 の 電 位 （ 第 ７ の 電 位 ） と ｔ ２ 以 降 の 電 位 （ 第 ９ の 電 位 ）

は 異 な っ て い て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 図 １ ３ Ａ で 示 し た 電 位 Ｖ １ お よ び Ｖ ２ の 他 に 、 も

う １ つ の 電 源 を 用 意 し て 切 り 替 え る よ う に 制 御 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 １ ３ Ａ の 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ａ の 代 わ り に 、 図 １ ３ Ｂ の 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ｂ を 用 い

る こ と も で き る 。 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ｂ は 、 制 御 信 号 Ｐ を 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ に 供 給 す る

信 号 線 １ ５ ２ （ 設 定 部 ） か ら な る 。 制 御 信 号 Ｐ の 電 位 を そ の ま ま 用 い る こ と に よ り 、 付 加

回 路 を 用 い ず に 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ｂ を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｃ を 介 し て 指 ３ の 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） の 電 位 を 電 位 制 御 回 路 １ ５ ０ ａ ， １ ５ ０ ｂ

に よ り 制 御 す る こ と で 、 指 ３ の 抵 抗 Ｒ ｆ が 大 き い 場 合 の 節 点 Ｎ ２ の 電 位 を 制 御 す る こ と が

で き 、 容 量 Ｃ ｆ の 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 な お 、 第 ２ の 実 施 例 と 同 様 に 、 本 実 施 例 で も 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 を 放 電 さ せ た 後 、 節 点 Ｎ

１ に 電 荷 を 充 電 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 信 号 を セ ン サ セ ル の 出 力 と す る こ と も で き る

。 こ の 場 合 に は 、 例 え ば 図 １ ３ Ａ に お い て 、 節 点 Ｎ １ の 電 荷 の 放 電 が 始 ま る 迄 は 高 感 度 化

電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ １ に 設 定 し 、 放 電 開 始 時 か ら 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ ２ （ Ｖ １ ＜

Ｖ ２ ） に 設 定 し 、 放 電 が 完 了 し た 後 は 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 電 位 Ｖ １ に 設 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

［ 第 ５ の 実 施 例 ］

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ は 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 高 感 度 化 電 極 １

０ ３ が 、 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｂ と は 異 な る 配 置 を し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 図 １ ５ に 示 す

よ う に 、 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ が セ ン サ 電 極 １ ０ １ を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ

に よ り 、 隣 接 す る セ ン サ セ ル か ら の セ ン サ 電 極 １ ０ １ に 対 す る ノ イ ズ を 低 減 す る こ と が で

き る 。 図 １ ５ の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 例 か ら 第 ４ の 実 施 例 の 全 て に 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

［ 第 ６ の 実 施 例 ］

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ は 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 高 感 度 化 電 極 １

０ ３ が 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ 、 図 １ ５ と は 異 な る 配 置 を し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 図 １ ６ に 示

す よ う に 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ が 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ

れ に よ り 、 各 セ ン サ セ ル に お け る 指 表 面 の 電 位 を 、 隣 接 す る セ ン サ セ ル か ら の 影 響 を 低 減

し つ つ 、 効 率 よ く 制 御 す る こ と が で き る 。 図 １ ６ の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 例 か ら 第 ４ の 実 施

例 の 全 て に 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

［ 第 ７ の 実 施 例 ］

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 例 に 係 る セ ン サ セ ル ア レ イ は 、 基 板 表 面 を 基 準 に し た セ ン サ 電 極 と

高 感 度 化 電 極 の 形 成 位 置 が 異 な る も の で あ る 。

　 図 １ ７ Ａ に 、 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ が セ ン サ 電 極 １ ０ １ よ り 高 い 位 置 に 形 成 さ れ た 例 を

示 す 。 具 体 的 に は 、 基 板 上 の 絶 縁 膜 １ ０ ０ 上 に セ ン サ 電 極 １ ０ １ が 形 成 さ れ 、 セ ン サ 電 極

１ ０ １ を 覆 う よ う に 絶 縁 膜 １ ０ ０ 上 に 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ａ が 形 成 さ れ 、 第

１ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ａ 上 に 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ が 形 成 さ れ 、 高 感 度 化 電 極 １

０ ３ ａ を 覆 う よ う に 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ａ 上 に 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １

０ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 セ ン サ 電 極 １ ０ １ と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ は 互 い に 対 向 し な い
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よ う に 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 を 多 層 化 す る こ と に よ り 、 セ ン サ 電 極

１ ０ １ と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ と を 異 な る 高 さ に 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ を セ ン サ 電 極 １ ０ １ よ り 高 い 位 置 に 形 成 す る と 、 図 ２ 等 の よ う に

セ ン サ 電 極 １ ０ １ お よ び 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 同 じ 高 さ に 形 成 し た 場 合 と 比 較 し て 、 第 ２

の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ｂ に 接 触 す る 指 ３ の 表 面 と 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ と の 間 の 距

離 が 小 さ く な る 。 こ こ で 例 え ば 距 離 が １ ／ Ｎ （ Ｎ ＞ １ ） に な っ た と す る と 、 高 感 度 化 電 極

１ ０ ３ ａ の 面 積 を 図 ２ 等 の 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ の 面 積 の １ ／ Ｎ に し て も 、 指 ３ の 表 面 と 高

感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 Ｃ ｃ を 維 持 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 高

感 度 化 電 極 １ ０ ３ ａ を 小 型 化 し て も 容 量 Ｃ ｃ を 維 持 で き る の で 、 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 例 と 同

様 の 指 表 面 （ 節 点 Ｎ ２ ） へ の 電 位 制 御 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 図 １ ７ Ａ の よ う に し て 高 感

度 化 電 極 １ ０ ３ ａ を 小 型 化 す る こ と に よ り 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ の 面 積 を 大 き く し 、 結 果 と

し て 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ま た 、 図 １ ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ ａ が 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ よ り 高 い 位 置

に 形 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。 図 １ ７ Ｂ で は 、 基 板 上 の 絶 縁 膜 １ ０ ０ 上 に 高 感 度 化 電 極

１ ０ ３ が 形 成 さ れ 、 高 感 度 化 電 極 １ ０ ３ を 覆 う よ う に 絶 縁 膜 １ ０ ０ 上 に 第 １ の パ ッ シ ベ ー

シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ｃ が 形 成 さ れ 、 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ｃ 上 に セ ン サ 電 極 １ ０ １

ａ が 形 成 さ れ 、 セ ン サ 電 極 １ ０ １ ａ を 覆 う よ う に 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ｃ 上 に

第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 セ ン サ 電 極 １ ０ １ ａ と 高 感 度 化 電

極 １ ０ ３ は 互 い に 対 向 し な い よ う に 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 指 ３ の 表 面 と の 間 に 形 成 さ

れ る 容 量 Ｃ ｆ を 維 持 し つ つ セ ン サ 電 極 １ ０ １ ａ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、

セ ン サ 電 極 １ ０ １ の 面 積 を 大 き く し 、 結 果 と し て 検 出 感 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

　 な お 、 図 １ ７ Ａ ， 図 １ ７ Ｂ に お い て 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ ｂ ， １ ０ ２ ｄ の 表 面 は

平 坦 化 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 静 電 容 量 型 指 紋 セ ン サ に 適 用 す る こ と が で き る 。
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